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自己紹介発話の実験音声学的な分析

馬場良

キーワード 日本語教育、自己紹介発話、外国人名、ピッチ、発音の工夫

An Experimental-Phonetic Analysis of Self-In位oductionSpeeches 

Keywords Japanese as second language, self-introduction speech, foreign name, 

pitch ingenuity in pronunciation 

0. はじめに

日本語母語話者と韓国人元留学生1名、中国人留学生2名の発話する「は

じめまして。 氏名 です。どうぞよろしく。」を録音して、分析した。

氏名を発音する際の音調は、日本語母語話者にとってはまさに生来のもの

であり、その音調をかえることには大きな抵抗があることが分かった。学習

者にはかつての授業で習い覚えたものを忠実に再現しているものもいれば、

母語の影響を受けながら自分なりに工夫しているものもいた。韓国人の元留

学生は、韓国語での音節末の凹を、日本語の「Jレ」［ru］と発音し、日本語

の音節構造にあわせていた。

日本語学習者たちがそれぞれに工夫して発音していることが分かつた。日

本語教育では、自己紹介を教えるごく初歩の段階から、発音教育に力を注が

なくてはならない。

1.実験の方法

日本語母語話者 1名（IK）と韓国人元留学生 1名（刀）、中国人留学生2

名（YY、OE）の計4名に、以下のような指示カードを見せ、発音してもらっ

た。

その音声を CREATIVE社製サウンドボード Extingy-LEを搭載した

Windows XPマシンとナショナル社製単一指向性マイクロホン WM-8400を

使い、静かな部屋で録音し、データベース化した。
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図1 指示カード

はじめまして。

氏名です。

どうぞよろしく。

データをそろえるためには、明瞭な録音音声が必要である。しかし、被験

者に適切な環境まで来てもらい、マイクの前で特定の発音をさせると、不自

然なものになってしまう。自己紹介発話を使ったのは、それが、マイクの前

で明瞭な発音をしても自然な場面だからである。しかも、自己紹介発話なら

似たような発話を複数の話者から録音し、比較することができる。「はじめ

まして。 氏名 です。どうぞよろしく。」という発話は、誰が言っても

不自然になることはないからである。

Windows XPマシンに搭載の米国 KAY社製、音声分析ソフト Multi-Speech

3700でデータベース化した音声を分析した。

これらの音声は、 http://www.pu-kumarnoto.ac.jp／～babaryoj/filenarneの

宜lenarneに、以下のファイルネームを入れると呼び出すことができる。
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2.計測データの衰の見方

日本語母語話者1名、韓国語話者l名、中国語話者2名の音声の計測デー

タを表l～4にまとめた。

左端の列には、音声名が並んでおり、それぞれの音声名の下には音声の全

体長が書き込まれている。日本語母語話者の音声は ik、韓国語話者は耳、中

国語は wとoeである。音声名の01は、被験者の日頃の日本語の発音であ

ることを示し、 02は、姓と名とをわけで両方を頭高で発音してもらった音声、
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アンダー・パーの次の koreaは韓国語の発話、 beijinは北京語の、そして、

hunanは湖南方言、 dalianは大連方言での発話であることを示している。

「発話jの行には、第 l～3発話がどのようなアクセントで発音されてい

るか、馬場の観察により音調記号を付した。「時間長jの行には、三つの発

話と二つのポーズの時間長、「最高」の行には各発話の最高ピッチの数値と

その値が現われた箇所、「最低Jは同様に最低ピッチについて記述した。

音声 I 第1発信 : l車1ポーズ！ 第2発話 i第2オ4ーズ i 第3発話

発話 は「じめぎして イイホシ－ fうぞよろしく

2~陥33~sI 時間畏

がズヤです
696ms 269皿s 949ms : 282ms : 737ms 

畳高 じ： 132Hz jイイ： 139Hz ; jど 132 Hz 

最低 て： 92Hz ；で 91Hz : ：く 93Hz

表1 IKの発話の計測データ

音声 I 第1発話 j第叶幸一ズi 第2発話 : ！第2オトズ！ 第3発信

i ジョン・＇~ュジチョ！
発話 はrじめぎして す : fうぞよろしく

ノレて？
jj01 

時間長 883 ms : 118 ms i 1065 ms : 277 ms : 900 ms 
3243π15 

最高 ま： 143Hz ; i ジュ： 143 Hz ; iど： 119 Hz 

最低 て・ 109Hz [ i ノレ・ 93Hz [ [ く 94Hz

ジョ『ン・ジぷンチョ i
発話 はFじめぎして す ：どFうぞよろしく

ノレで

jj02 I E 時間長 962 ms 69 ms 1128 ms : 206 ms : 865皿 S

司230msI 
最高 じ： 144Hz ジョ： 163Hz [ jど 130Hz

最低 て： lOOHz で： 96Hz : ：ろ： 97Hz 

発括主1舎唱戎会斗ヰ 忍歪号皇官yt:キ 菅平＂！＂脅 yt:干

iJ_korea 時間長 1253 ms 1134 ms 1051 ms 
590 ms 315 ms 

4543ms 最高 神 166Hz 謹： 138Hz 巷 112Hz 

最低 斗： 99Hz 斗： 89Hz 巷 102Hz 

表2 JJの発話の計測データ

jjOlは日頃の発音、 jj02は姓、名ともに頭高で発音した音声、

jj_koreaは韓国語の発話。
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音声 第 1発話 i第材4ーズi 第2発話 : ：第剖~ズ j 第3発話

発話 はrじめま、しrて ョ'A-・dウです （！うぞよろしく

871 ms 760ms 854ms 
283皿g 360ms 

3128ms 最高 ま 153Hz ユ 155Hz ど： 148Hz

最低 て： 123Hz で： 111Hz よ 113Hz

発話 はrじめま？して ヨ『オ・コ7ウです （！うぞよろしく

849ms 992 ms 807ms 
487ms 172 ms 

3307ms 最高 ま： 172Hz ヨ、ユ： 172Hz ど： 173Hz 

最低 て： 111Hz で： 107Hz ろ： 109Hz 

発話 ch百 cijian m釦 319 ms 
wo jiao yang 

274ms qlng duo gu面1
y品ng

zhB.。

川 ei叶時間長 812 ms 863ms 
851 ms 

3119ms 最高 ci・174Hz jiao 165 Hz 
zhao: 144 Hz 

最低 mian: 120Hz yong: 102 Hz qlngの［IJ］・116Hz

発話 初次見面 我叫楊勇 清多美照

時間長 872ms 802ms 747ms 

勇の出だし 174ms 144ms 
2740ms 最高 次 165Hz （発話の頭： 176Hz

172 Hz 

最低 見面の問 124Hz 栃の頭： 111Hz 発話末： 107Hz

表3 yyの発話の計測データ

yyOlは日頃の発音、 yy02は姓、名ともに頭高で発音した音声、

yy beijingは中国北京語、 yy_hunanは湖南方言の発話。
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音声 第 1発話 i第 1ポーズ i 第2発話 i第2ポーズ i 第3発話

発信 はrじめま？して
オォ・エンゲェ

: t＇うぞよろしく
です

869ms 945ms 793皿 8
45ms 131 ms 

2783ms 2個目のオ・
最高 ま 176Hz どう： 144Hz 

158 Hz 

量低 て 116Hz で： 123 Hz ろ： 107Hz 

発話 はrじめぎして
オオ・エンケエ

fうぞよろしく
です

oe02 1時間長 795血 S 111 ms 895ms 316ms 810ms 
2927ms 最高

じめ： 162Hz エ： 162Hz ど： 187 Hz 

震低 て 97Hz で： 109Hz よ： 105Hz

発話 chu ci jian mi初
同 jiaoW加 g qlingduo伊凪

Yan Qing zha。

時間長 964ms 1240 ms 1008皿 S。
435ms 421 ms zhaoの頭 146 

4107ms 最高 chu・177Hz Qing・165Hz 
Hz 

. zhaoの末： 100
最低 mian: 107 Hz : jiao : 106 Hz : 

Hz 

発話 初次見面 我叫王延氏 ： ； 清多美照

時間長 801皿 S 1140 ms : : 776 ms 
oe_dali 

次 151Hz 503 ms ：皮 162Hz : 127 ms ：清： 129Hz 3348ms 最高

最低 面： 111Hz 
王の頭： 118

照： 98Hz 
Hz 

表4 OEの発話の計測データ

oeOlは OEの日頃の発音、 oeyy02は姓、名ともに頭高で発音した音声、

oe_beijingは中国北京語、 oe_dalianは大連方言の発話。
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3. 日本語母語話者 IK

IKは宮崎県高千穂町で生まれ育ち、録音時は熊本在住の24歳だ、った。

図lは、この日本語母語話者 IKが発音した「はじめまして。イイホシ・

カズヤです。どうぞよろしく。Jという音声 ikOlの波形、ピッチ曲線、スペ

クトログラムである。

図1 日本語母語話者 IKの音声 ikOl

＼」「＼、一 ／＼〉＼
ヘ＼」 L

ゆっくりした発話である。その印象を与える一つの要因は、ポーズが長い

ことだ。三つの発話それぞれは、特別話速が遅いわけではない。この音声の

ファイルの長さは2933ms、中国人留学生の OEの発話 oeOlが2783msであま

り変わらないが、 oeOlのほうがポーズが短く、せっかちで早口に聞こえる。

全体的にのんびり、ぼんやりした感じを受ける。それは、第 l発話の「じ」、

第2発話の「ズJ、第3発話の「ぞ」の子音がどれも、破擦音ではなく摩擦

音となっていることと関係があるだろう。音声の流れに切れ目がなく、つな

がっているのである。

個人的な語音の特徴としては、「スj「ズjの子音が、歯茎音の［s][z, dz] 

ではなく歯音の [OJ[oJとなっていることがある。

発音は明瞭ではっきりしているが、全体的にメリハリがない。その原因は、

「じJ「ズj「ぞ」の子音が摩擦音であることと、また、起伏の少ないピッチ

にあるようだ。 IKの出身は宮崎県高千穂町で、本人の認識によると、熊本
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と同じ無型アクセントだそうである。ピッチに起伏が少ないことと、母語が

無型アクセント方言であることとは関係があるのだろうか。

図2の実線は IK、点線は馬場による発話「はじめまして。パパ・リョオ

ジです。どうぞよろしく。J(brOl.WAV）のピッチ曲線である。馬場は東京

方言話者で、ピッチの高低差が大きいことがよくわかる。また、ピッチの上

がり下がりにメリハリがあり、中高の「はじめまして」、「パパ・リョオジで

すjは中高で、頭高の「どうぞよろしくjは頭高で発音されている様子がよ

くわかる。

図2 日本語母語話者 IKと馬場の発話のピッチの比較

＼・
~ ＇－・＼」 一、ー＼一一ー

ハジメマシテ 氏名デス ドオゾヨロシク

IKのピッチ曲線を「やけにダラダラしているな」と言ったら、本人から

「九州だ」と言われた。

3発話のそれぞれの音調をはっきり、「イイホシ・カズヤ」の姓と名とそ

れぞれを頭高で高低差を大きく、以下のように発音するよう指示をした。

／ 一～＼
＼ ＼ ＼ 

はじめまして。 イイホシ・カズヤです。 どうぞよろしく。

このように言わせると、言いにくい、「きどってるJと叫ばれた。長年親

しんだ発昔、音調というのはそれほどまでに、気持ち、感情、アイデンテイ

ティーに関与するんだ、ということを認識した。

日本語母語話者の音読でも似たようなことがある。人によっては日頃の発

話と異なる音調で発音するよう指示されるとできないことがある。日本語の

教科書の会話文をその教材テープの音声と同じように発音してくれと言って

も、なかなかできない人がいる。音調は、話者個人のアイデンテイティーと

深くかかわっている。使いなれない語を使うことはできても、音調を変えて
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発音することはむずかしい。

知人に「ハラ（原）Jという人がいる。一般的に「ハラ（原）」のアクセン

トは低高であるが、本人は高低で発音する。日本語母語話者であれば、話者

本人の発音がその氏名の発音である。だから、その音調を無理に変えれば人

権侵害とも言える。

4. 外国人の漢字音の氏名の音調

NHKでは、「モ苛・ダクトオ」など中国、韓国の著名人の名を中高で、発音

するよう統一しているらしい。一方、河野俊之他著『 1日10分の発音練習』

には、韓国、中国、台湾などの外国人の名前は、 fク.；／－，イエン（郭明遠）、

チ♂ウ・ポウェイ（張芳英）、 f・シコ7ウカ（呉秀華）、バク・ヂムソン（朴

南星）、 1p－・フJンチャオのように、「ヤマ2つjとなる、つまり、姓、名

それぞれが頭高となる、とある。日本語の音韻体系の中では、全体で中高の

ヤマ lつ、姓、名それぞれが頭高のヤマ2つ、どちらの方式でも可能なよう

である。しかし、聞き取りやすさという点からは、姓、名に切れ目の入って

聞こえる姓名頭高方式の方がまさっている。

5.韓国人元留学生 JJ

JJは、韓国の4年制大学で日本語を専攻した後、日本へ留学、 1年の研

究生を経て修士課程を修了、その後日本で韓国語教室を開いている。日本語

歴 9年。出身は釜山の近くで、母語の韓国語方言では高低の音調が語の弁別

をする。

録音時に、発音の際にどのような点に注意をしているか、聞いてみた。名

前に関してはアクセントに気をつけている、ということだ、った。アクセント

に気をつけずに名乗ると、聞き返されることがあるらしい。日本語全般の発

音に関しては、長い母音、特に「インターネット」などの外来語の長音を充

分に長く発音すること、そして、声の有無である。

韓国語母語話者の日本語学習者にとって、文頭の破裂音の声の有無は非常

に難しい。以前、日本での留学経験の長い日本語教員が「金メダル」と「銀

メダル」との聞き分けはいつになってもまったくできない、と言っていた。

JJにとってもむずかしく、有声のつもりで発音しでもそうならず、聞き返

されることがある、と言う。

図3は、この韓国人元留学生JJが発音した「はじめまして。ジョン・ジユ

ンチョルです。どうぞよろしく。」という音声 jjOlである。
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国3 韓国入学習者 JJの発音した円まじめまして．ジョン・ジュンチョル

です．どうぞよろしく.J : jj01 

[ha~骨葺脅 a ~ t e d写 0 専 d事 U 卑 t"~ or ud e 平 d o o dz ojo r o ~ k u ] 

非常に滑らかで、流暢な日本語である。強いて言えば、「ジョ」「ジュJ
「ぞJに韓国人特有のなまりが感じられ、「ゾン・ズンチョルJ「どうじょ」

のようにも聞こえる。

第l発話、文頭の「はJの子音は、 IK、W、OEのスベクトログラムと見

比べると、摩擦が弱いことが分かる。これは母語である韓国語の影響であろ

つ。
「はじめまして」の鼻音の／mlは、多分閉鎖がない。両唇接近音が IPAに

あればいいのだが、ないので、鼻音化した［w］とした。音韻論的には／mlで、

閉鎖子音だが、音声学的には［wJであって、閉鎖はともなわない。子音の閉

鎖を緩めるのは、日本語らしさの演出、工夫だろう。

「はじめま」までスピーデイーな発話で、「してjで話速が落ち、子音を

しっかり狭め、また、閉鎖している。話速と子音の調音の緊張に緩急をつけ

ている。よりこなれた発音をめざし、工夫しているのだ。

本人のコメントとはことなり、長音の時間はそれほど長くない。日本語話

者 IKの場合、 ikOlの第 1発話の「はJの母音が62ms、第3発話の「どうJ
の母音が152msで後者は前者の2倍強であるが、一方、 jjOlの第2発話の

「ジョjの母音は95ms、第3発話の「どうjの母音は136msで後者は前者の

1.4倍ほどであるo jjOlの「どう」の母音が充分長く発音されているとは言え
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ないことがわかる。 JJほどの日本語力をしても、日本語の長母音をたっぷ

り長く発音することは難しいようである。

第2発話のわレ」は韓国式の音節末子音凹ではなく、日本式の拍［ru］で

ある。

第2発話では、明瞭に「乙iよ｜す士ヲ｜三iとです」という音調が聞き取

れる。上昇、下降が音節内の拍の切れ目に重ならず、音節の中での上昇、下

降がない。音調のかぶさる単位が音節だというのは、韓国語の音調の特徴で

ある。

第2発話のピッチ曲線を見ると、発話末で充分に落ちないことが確認でき

る。語アクセントのある韓国語方言話者ではあるが、日本語のアクセント、

ピッチが良く分からず、全体的に平らに、上昇、下降をぼやかして発音する

ストラテジーを編み出しているのかもしれない。

第3発話のスペクトログラムを見ると、文頭の「ど」の子音の破裂の前に

声帯の振動を始めていることがわかる。 JJ自身が言っているように、文頭

の有声破裂音の場合には、その調音に気をつけ、歯茎と舌背で閉鎖した状態

ですでに声帯の振動を始めているのだ。

第3発話は、「♂うぞ、よろしくJのように、発話全体を一つの音調単位と

はせず、 re:＂うぞよちしく Jのように、「どうぞ」と「よろしくJの二つの音

調単位に分け、「よちしく」を平板の音調としている。そのためか、発話末

の「くjの母音は無声化しておらず、声帯が振動し、母音が聞こえる。

次の図は、「ジ♂ン・ジコ7ンチョルJのように、姓、名ともに頭高で発音

するように指示して録音した音声 jj02のピッチ曲線である。

図4 韓国入学習者 JJが姓、名をともに頭高で発音した音声

』02のピッチ曲線
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JJの日本語は単調で＼眠くなる。追力がない、感情が表れない。「ジ♂ン・

ジよンョルですjのように、音調単位の頭で音調の下降をはっきりさせると、

全体にメリハリが出て、パンチが利いた発話になり、聞きとりやすい。だか

ら、 jj02はjjOlより明瞭で、聞きやすい。 jjOlでは、わりに工夫したとして

も、まだ、聞き返す人がいるかもしれない。プロソディー、韻律のパターン

を変えた jj02なら、聞き返されることはないだろう。

頭高で発音してくれと言った「ジョンjだが、頭が高くならないので、く

り返し録音した。それで、、「ジョjをあげなくてはいけないという強い意識

が働いたためだろう、「は「じめfしてjの「して」、つまりは「てjの母音が

十分下がりきらず、ちょっと中途半端、宙ぶらりんな感じがする。

次の図は、「はじめまして。ジョン・ジ、ユンチョルです。どうぞよろしく。J
という発話の韓国語「ヌT舎唱張合yヰ．祖歪謹唱斗斗．若手母音ytヰ」
を、 JJが発音したもの jj_koreaである。

図5 韓国人学習者 JJの発音した韓国語の音声：jj_korea

、／工’＼
』＼

＼／ c 

[ t"何 回mbe¥I"s田mJlda: n~ on d写岨t"~or皿lJlid a t~ a I l}ut•a~amjlida ] 

第1発話の述部では［bekeswmnida］の[i]が抜け落ちている。第2発話の頭

についている［n］は言語要素で、はなく、発音しやすいように発話の出だしの

有声閉鎖音［d］の前においた意味のない音声である。韓国語には／h／の音素

があり、のどの奥で調音される無声摩擦音となって実現するが、よく落ちる。
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この音声の第3発話においても、［J;>uthakxamJ1ida］とならずに、［x］がなく

［~utha~amJ1ida］と発音されている。

日本語での発話回l、jj02とくらべると、落ち着いていて、力強い印象が

ある。母語であるだけに、マイクの前でも自信がもてるのだろう。計測デー

タの表をみて気がつくのが、ポーズの長さである。第 lポーズ、が590ms、第

2が315msとかなり長い。ファイルの長さも、 jjOlが3243ms,jj02が3230ms

であるのに対して jjkorea は4543msと長い。

日本語での発話「ジョン・ジュンチョルですJと韓国語での発話「祖を警句吋ヰJ
とをくらべてみよう。

図6 韓国人学習者 JJの日本語での発話、韓国語での発話、

それぞれの第2発話の比較

[ d~ [ n d ~ o 

左の音声は日本語で発話されたもので、そのスベクトログラムにある 2本

のカーソルに挟まれた部分が「ジュンチョル」の「ル」の母音部分である。

弾き音の［r］のあと母音がはさまれていることがよくわかる。「ですjの子

音［d］の直前に、韓国語の発音そのままの［thi;::Jl］「謹」が来ると、日］と［d]

が連続することになり、間に母音は入らない。韓国語の［thi;::Jl］の音節構造

を崩し、音節末子音の凹を母音を伴う独立した音節として発音しているの

である。
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日本語は「ぷiょすすさ7乙どとJ低高低だが、韓国語は「君主事」高

低高のようだ。本人自身、名乗るときにはアクセントに気をつけると言って

いた。韓国語の音調そのままに「すす~2ιょ宇古方」と発音して、聞き返
されたことがあったのだろう。それで、日本人一般の名乗りの音声を聞き、

fジョンす士~之l!.2とJ という音調を使うようになったのだ。これは、日本
語の中高の音調をうつしたものなのだろうが、韓国語の影響をぬぐいきれず、

音節内での下降、上昇の変化はできなかったのだと考えられる。

6. 中国人留学生 yy

中国からの留学生 yyは、録音当時39歳で日本語教育の修士課程 l年に在

籍していた。母国の大学で日本語を専攻した後、旅行社に勤め、その後、 4

年制大学の日本語科の教員となっている。日本への留学はその大学の在職中

であった。

yyは中国湖南方言の話者で、湖南方言には凹と［n］の区別がないらしい。

その影響だと思われるが、ラ行音が鼻から抜けてしまい、ナ行音との区別が

難しいという。今回の録音では、「どうぞよろしくJにラ行音が含まれてい

るが、気をつけているためであろうか、鼻から抜けて「よのしくjに聞こえ

る、ということはまったくなかった。

図1は、この中国人留学生 yyが発音した「はじめまして。ヨオ・ユウで

す。どうぞよろしく。」という音声 yyOlである。

図7 中国入学習者 W の発音した

「はじめまして．ヨオ・ユウです．どうぞよろしく.J : yy01 

＼」 ＼ ~」
＼」

＼＼』
＼」＿，..

[ x a d31脅e脅 aq t e o oj u ud e 帯 d o odz o j or o ~ k' u ] 
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全体的に力強く、はっきりしている。ポーズもきちんととつである。

各発話末の拍をきちんと発音している。全体をはっきり発音しようという

工夫だろう。そのためか、第3発話の文末の「くjは、母音が無声化してい

ない。

第1発話、「はjの子音が強い。中国語の影響で、軟口蓋無声摩擦音の［x]

で発音されている。第 l発話の「じJと第3発話の「ぞjの子音は摩擦音で

はなく、破擦音だろう。

「はじめましてjは、念押しのように文末が上がってきこえる。「ま」の

153Hzから発話末の123Hzへと落ちてはいるが、下降が足りないようだ。

期待される文末終止、言い切りほどに下がらない。「ヨウ・ユウですJの

「す」は、母音が落ちて子音だけの［早］となっている。「よろしくJの「くJ、
上がってはきこえないが、下がりきらずに宙ぶらりんである。

第2発話は「ヨ守・ 1ウですjのように、全体でひとまとまり、中高型に

なっている。「ヨォ.::LウですJのように、頭高の連続にし、姓と名とを別

個に発音した方がはっきりすると思われる。

図8 中国入学習者 yyの日本語での発話、北京語での発話、

それぞれの第 1発話の比較

左は、 yyOlの「はじめまして」の部分。 JJと同様に、 ／mlに相当する音の

閉鎖が弱く、短いのではないか。スペクトログラムを見ると、 ／mlに相当す

る部分の高周波数部分にフォルマントが残っている。これは閉鎖が弱いか、

閉鎖されていないからである。

右は、 yy_beijingの「chllcci jian mianJの部分である。［m］は［n］とつな
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がっていて、［m］独自の長さは把握しにくく、短いかどうかはわからない。

しかし、スベクトログラムを見ると、高い周波数の部分が消えていて、［m]

にも［n］にも閉鎖がなされていることがわかる。

中国語の［m］はしっかりした閉鎖をともなうのに、 yyOlでは、閉鎖は弱い

かないかのどちらかである。これは、日本語らしい発音のための工夫なので

はないだろうか。

図9は、氏名を姓と名とに分け、それぞれを「ヨゥ・ 1ゥ」のように頭高

で発音するよう指示した音声である。

園9 中国入学習者 yyが姓、名をともに頭高で発音した音声

yy02のピッチ曲線

~ 

[xa<13imema ~ t e d o o dz 句oro~klf]

yy01の／mlに相当する音は閉鎖が弱かったか、あるいは、なかった。 yy02

では、弱いものの閉鎖はされているようだ。

第l発話では、発話末がなかなか発話末らしいほどにさがらない。それで、

「ま」を上げるように指示をした。その結果がyy02である。第3発話の「よ

ろしく」も、 yy01よりはなんとかさがっている。

yy01は5月、 yy02は8月、と録音の時期が離れたからか、きれいに発音し

ようとして力んだか、頭高に持っていこう、高くしようと思ったからか、 yy

02の方が全体的に高い。最高値が20Hzも高く、さらに、最低値も低い。ピッ

チの高低差が大きい。「高く、上げてください」と指示されることで、下を

さらに低くしたのかもしれない。第 lポーズと第2発話は yy01より長いが、

第1発話、第2ポーズ、第3発話はどれも yyOlの方が長い。第2発話の前
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には、頭高にしなくてはいけないから、体勢を整えるための時聞が必要であ

り、また、発話自体もゆっくり、はっきりさせたのだろう。

高低差を大きく発話し、低い部分はさらに低く発話するようになったこと

が原因の一つであろう、第3発話の末、「くJの母音は無声化している。

yyOlでは、無声化しておらず、声帯が振動していた。

図10は、「はじめまして。ヨオ・ユウです。どうぞよろしく。jという発話

の中国語「Chuci jian mian. WるjiaoYangYOng. Qlng duδ郡iiinzhao・

（初次見面，我叫楊勇，清多美照！）」を北京語でyyが発音した音声yy_beijing

である。

図10 中国入学習者 yyの発音した北京語の音声： yy_beiling

[ t·~ u t s副句 enmje n WO旬 Bl!j a 司j0 唖 t" ~ i n 4 o Qw an~ a I! ] 

母語だということで安心感があるのだろうか、はやい。いきおいがある。

また、無駄な緊張がなく、声帯がよく振動している。そのため、母音のフォ

ルマントがはっきり出ており、そして、第2発話の「WO」の立ち上がりが

きれいである。

yy本人の言うとおり、北京語はあまり上手でないらしい。「chiicl （初次）J、
「gu面 zhao（尖照）Jのそり舌音のそり舌がぎこちない。

図11は、 yyの母語である湖南方言のピッチ曲線である。
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園11 中国入学習者 yyの発音した湖南方言の音声： yy_hunan

r<h;;プ~~コえにごと
［飽 utsmt~j e n皿 jen wot~ a I! jagj o g t•~j n 4 o 9w a n J a I! I 

第l発話だけ北京語より長いが、あとは、発話もポーズもこちらの方が短

い。慣れているせいだろうか。声質もリラックスしているようにきこえる。

r chu ci （初次）J、「gu面 zMo（美照）」 の子音はそり舌音になっていない。

また、北京語とは音調がかなり異なる。

yy()lの全体長は3128ms、yy02が3307ms、yy_beijingが3119ms、そして、

yy_hunanが2740msであった。 yy_hunanが一番短い。湖南方言では、第 1発

話だけが長く、あとは文もポーズも短い。不安がないからだろう。 yyは北

京語は得意でなく、中国語ではあっても発話に手間取る。それで、全体長も

長くなっているのだろう。

ピッチの高低差は、 yyOlが一番小さい。四声、音調のある中国語からした

ら、日本語は音声の平坦な言語で、高低差を少なく発話しようとするのかも

しれない。それだけではなく、基本的にアクセントに自信がないから、間違

えたとしても目立たないように全体の高低差を小さくしているとも考えられ

る。頭高だ、「まJを上げろ、と指示し、アクセントに対する自信、確信を

与えれば、 yy02のように高低差を大きくし、メリハリのきいた発音ができる。

図12はyyOlの、図13はyy_beijing、図14はyy_hunanの第2発話のピッチ曲

線で、それぞれの図の2本のカーソルの間がyyの氏名の部分である。

図12 yy01の第2発話のピッチ曲線

＼」一一

[j o ojuude 
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図13 yy_beijingの第2発話のピッチ曲線 図14 yy_hunanの第2発話のピッチ曲線

[wot~ asij alJj o 1J] [wot~aQ j a !Ji OIJ] 

yy01では、まさに中高で、なだらかに上がり、なだらかに下がっている。

yy_beijingは、「Y釦gY凸ngJの四戸どおり、上がって、下がって少し上昇し

ている。 yy_hunanは、低く平らから、上昇、下降している。これらのピッ

チ曲線を見ると、 yyOlの名乗りのピッチは、北京語の影響も湖南方言の影響

も受けていないことがわかる。

では、「ヨ苛.::Lゥ」という中高のアクセントはどこから来たのだろうか。

大学の授業のときの自分の名前はどう発音されていたか思い出してもらっ

た。初級で習い始め、自己紹介を習ったときから「ヨ守.::Lウですjだ、った

と言う。同級生の名前に「です」をつけてもらったら、オ守・ザンショウで

す（王雲昇）、リ.'=t，イシュです（李正沫）、ナ「ン.：：：..，チです（南日）、ト守・

ヂンパで、す（唐電波）のように、すべて中高だ、った。

yyの氏名の音調は、日本語の授業で習い覚えたものであり、それが今も

身についているのであろう。

7. 中国人留学生 OE

中国の4年制大学で日本語を専攻、卒業後日本へ留学し、日本語学校に 1

年半、その後、日本の大学の研究生となる。日本語歴は6年半で、母語は大

連方言と北京語である。

濁音の発音に自信がなく、濁音の発音には気をつける、と言っている。今

回の録音では、「じj「でJ「どJ「ぞ」などの濁音が現れるが、どの音にして

もほかの音にまぎれる、ということはない。
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図15 中国人学習者 OEの発音した

「はじめまして。オオ・エンケエです。どうぞよろしく。」： oe01

[ x a d3im e m a ~ t e o o e IJ k e e d e d o oz o j or o ~ k 田］

yyにくらべて、ポーズが短い。せわしない印象を受ける。マ行音はきち

んと両唇が閉じている。「じjは破擦、「ぞJは摩擦のようだ。

「は」が、 yyと同様、軟口蓋無声摩擦音［x］で、強い。多くの中国人の

特徴である。「オオ・エンケエjが「オ守・エンヂエjの音調で発音される。

「ヂェJでの下降は、「王延慶」の中国語読みの音調と似ている。

「どうぞよろしく」の文末があがっている。多分、おおかたの日本人の発

音をコピーしているのだと思う。日本人の発音にも「どうぞよろしく、Jと

「どうぞよろしくメjの2種類があり、若い人の聞では後者のほうがより一

般的であろう。身の回りの日本語をよく聞き、まねるということが、自然な

日本語を発音するストラテジーの一つになっているのだろう。「く」の母音

は落ちていない。円唇の［u］ではなく、明らかに非円唇の［w］で発音して

いる。より日本語らしく発音しようという、 OEなりの工夫か。

第1発話から第3発話へ、だんだんとピッチが下がっている。 3発話にわ

たるこの下降が、発話全体におだやかな感じを与えている。 oeOlだけでなく、

oe beijing、oe_dalianも、発話全体に徐々にピッチが下がる傾向が見られる。

個人的な特徴なのであろう。
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図16は、「fォ.:Lンケエ」のように、姓、名ともに頭高で発音した音声

である。

図16 中国入学習者 OEが姓、名をともに頭高で発音した音声

oe02のピッチ曲線

／『＼ーー／「＼ー

[ x a d3 ime ma ~ t e o o e g k eed e dooZOJOfO~ 

第 1、2発話は短くなっているが、ポーズは二っとも oeOlより長くなっ

ている。

「オ守・エンヂェ」という音調であれば、音節［kee］は明確に 2拍に解釈

される。 oeOlの［ケエJの母音部分は96msで短いが、 2拍に聞こえる。が、

「fオ.:Lンケエ」と氏名ともに頭高にすると、「ケエ」ではタキが入りょう

がない。 oe02で、は、「ケ」だけの 1拍にしかきこえない。もともと、「ケエj

の前の「エンJの「エ」の部分は oeOlが130ms、oe02が163msと「ケエJの

母音部分（oe02で、は93ms）より長い。 oeOlでは短い「エ」が長い「エエj

の1.35倍、 oe02で、は1.75倍である。「エンjの直後に「ケエjが響くのだか

ら、聞き手は二つの長さをどうしても比較してしまう。だから、ピッチの変

化がないと余計に 2拍には解釈できにくいのである。「エン」の母音部分の

長さがこれほど変わったのは、タキの位置をかえたからかもしれない。

第3発話「どうぞよろしくjのスベクトログラムを見ると、文頭のフォル

マントは濃いが、文末に向かつて薄くなっている。文頭で、は声に力が入って

いるが、文末にむけて力が抜けていっているのである。 OEの発話の中で発

話末ほど力が抜けている発話というのは oe02だ、けである。ピッチを指示さ

れ、少し遠慮がちになってしまったように聞こえる。
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図17は、「はじめまして。オオ・エンケエです。どうぞよろしく。jという

発話の中国語「Chuci jian mian. W6 jiao Wang Yan Qing. Qing duo guan zh8.o・

（初次見面，我叫玉延氏，清多美照！）Jを北京語で OEが発音した音声 oe_beijing

である。

国17 中国入学習者 OEの発音した北京語の音声： oe_beijing

[ t•~ ut S 田 t句enmje n wot~ a2wa gysnt1'~ 1 g t1' ~ in¥) o ~want~ a Q] 

ゆっくり、落ち着いて、はっきり発音している。第3発話の「照」の子音

がそり舌音の［Q~ になっておらず、日本語のチャ行音に近い［tr,;］となって

いる。

oeOlの全体長は2783ms、oe02は2927ms、oe_beijingは4107msで、 oedalian 

は3348msで、ある。この録音では、外国語である日本語のほうが、母語であ

る中国語より話速がはやくなっている。そして、 oe_beijingが四つの発話の

中で一番長い。日本語より長い。
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図18 中国入学習者 OEの発音した大連方言の音声： oe_dalian

＼＼／～f 

[ t•~ uq事国4初en町 en w o t~ a9 w a I)~ 3 n t• ~ i I) th ~ inq o ~wan ~ a Q ] 

oe_beijingとはことなり、第3発話の「照Jの子音がそり舌音になっている。

大連方言のほうは発話音声が低い。方言というものが私的な場で使われる

もの、性差を明確にし、ぞんざいでリラックスした発話に適しているもの、

だからではないだろうか。

図19 OEの日本語 oe01の第2発話のピッチ曲線

（ 

~ 一一

園20 OEの北京語の第2発話のピッチ曲線 国21 OEの大連方言の第2発話のピッチ曲線
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図19は日本語 oeOl、図20は北京語、図21は大連方言での発話のピッチ曲

線である。

日本語で、「オオ・エンケエ」の「ケエjの母音の途中でカクンと落ちて

いる。北京語でも大連方言でも、「氏QingJの音節の中でピッチが急下降し

ている。日本語で「オオ・エンjまでは平らになっていて、「オオJ「エンj

それぞれの音節の中でピッチは動かない。「オオ・エンjまでは日本語の音

調を取り込むことができたが、「ケエ」では母語の影響があらわになったと

いうことか。

yyと同様、学生時代の同級生の氏名を聞くと、

Wang Ben Qlng オ守・ホンぜエ（王本青）

Liu Ji Fu リュ巧・ギチフク（対吉福）

F加 JiaR6ng ハ「ン・カアfイ（菰家来）

などをあげた。

最初の授業の時、中国人の先生が学生の漢字を辞書で調べて名前を呼ぴ、

それ以後、上記の日本語読みで、出席を取ったと言う。これらの氏名の音調は、

日本語の音調に合っておらず、中国語の四声そのままというわけでLもない。

学生時代の思師には独自の論理があり、「オオ・ホンセエJとか「オオ・エ

ンケエjといった氏名には「0'0・00σOJという音調をかぶせるように

していたのかもしれない。

8. 分析

日本人による日本語の発話、外国人による日本語、韓国語、中国語の発話、

全部で12の発話を見てきた。

この中で一番短いのは、 yyの湖南方言 yy_hunanで、2740msであった。日

本語での会話を聞いているかぎり、ずいぶんとゆったりした話し方をする印

象を受けるが、母語では早口な人なのかもしれない。日本語の発話の中で一

番短いのは、 oeOlで2783msであった。 OEは、 oe02も2927msで長くない。

一方、北京語は4107ms、大連方言は3348msと長い。話速をはやめることが、

日本語を上手に聞かせるストラテジーとなっているのかもしれない。一方、

JJは、第 1発話、文頭で早く、途中から話速を落としている。確かに、よ

りこなれた日本語となっている。

一番長いのは、 jikoreaの4543msである。 JJは韓国語の教師なので、日頃
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日本人の学生の前で話している話速が出たのだろうか。日本語の発話で一番

長かったのは、 yy02の3307msである。これは、 yyが日本語教師だからだろ

うか。 3128msの yyOlより yy02のほうが長いのは、与えられた指示に忠実

に発音しようとしたからだろう。

表2は4人の被験者による発話すべてと馬場の brOlに関して、その発話

内の最高ピッチと最低ピッチとの差を一覧にしたものである。日本語の発話

では、 brOlがとびぬけて数値が高く、他は大きくない。 ikOlに関しては、発

話者本人が九州、！の特徴だと言っている。 jjOl、yyOl、oeOlに関しては、その

九州の抑揚をまねたのか、あるいは、日本語の音調の間違いを目立たせなく

するための工夫の一つであろう。

はじめまして。 氏名です。 どうぞよろしく。

ikOl 40Hz 48Hz 39Hz 

bの1 90Hz 78Hz 99Hz 

』01 34Hz 50Hz 25Hz 

』02 44Hz 67Hz 33Hz 

ii korea 67Hz 49Hz lOHz 

yyOl 30Hz 44Hz 35Hz 

yy02 61Hz 65Hz 64Hz 

yy_beijing 54Hz 63Hz 28Hz 

yy_hunan 41Hz 61Hz 69Hz 

oeOl 60Hz 35Hz 37Hz 

oe02 65Hz 53hz 82Hz 

oe_beijing 70Hz 59Hz 46hz 

oe dalian 40Hz 44Hz 31Hz 

表2 各発話の最高ピッチと最低ピッチの差

JJは氏名全体を日本語の氏名のアクセントにあわせ、中高にする。 JJ、yy

の発話では鼻音／mlの閉鎖を弱く、あるいは、なくする様子が見られた。 JJ

は、自分の名の音節末子音凹を日本語の音韻構造にあわせ k叫とする、有

声破裂音が有声であることをはっきりさせるため文頭の「どjの子音の破裂

の前に声帯の振動を始めるなどの工夫をしている。

第 1発話の冒頭「はjの子音、韓国語が母語の JJは弱く、中国語が母語

の yyは非常に強く発音している。また、 JJは氏名を日本語式のアクセン
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トにあてはめようとしているが、音調のかぶさる単位は「拍jではなく、

「音節jである。これらは、母語の影響であろう。

OEの個人的な特徴としては、三つの発話を通して、だんだんとピッチが

さがっていくことが観察された。

JJ、W 、OEともに、発話末で発話終了を示す音調の下降がなかなかでき

ない。宙ぶらりんな印象を与える。発話末に向かつて、ピッチをさげていく

というのはむずかしいことなのかもしれない。あるいは、日頃聞く日本人の

発話が発話末に向かってきがっていかないものが多いのかもしれない。

9.考察

自己紹介というのは、外国人留学生がそのアイデンテイティーを保持する

のに大切なものである。名乗る時、氏名にも何らかの音調を付与しなくては

ならない。漢字圏の学生の氏名の場合、全体を一つにまとめて把握し、中高

型アクセントをかぶせるやり方と、姓、名を分けてそれぞれに頭高型アクセ

ントをかぶせるやり方とがある。後者だと、姓と名との境界がはっきりする

ので聞き取りやすく、アイデンテイティーの明示という点ですぐれている。

日本語学習者たちは、それぞれに、いろいろ工夫して発音し、日本語話者

との円滑なコミュニケーションを目指している。日本語教師は、初歩の段階

から、発音教育もきちんとしなくてはいけない。そして、何より教師自身が

音声学の基本と発音の指導法を学ばなくてはならない。

参考文献

し河野俊之他著『1日10分の発音練習』 2004、くろしお出版

2.馬場良二「外国人留学生の自己紹介発話の分析J日本音響学会聴覚研究

会資料、 2005、Vol.35、No.11、H-2005-115




